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氏名[Full Name] 

学年[Year]

所属[Affiliation]

担当教員[Instructor]

氏名[Full Name] 

小林 大樹
博士課程2年      

大学院国際慇染症学院微生物学教室

磯田 典和

署名[Signature]
応⑥ 見仰

所属[Affiliation]

E-mail

獣医学研究院微生物学教室 

I 

電話[Tel] 8

活動報告[Activity Report] 
※活動内容が判る様な写真や図表を加えて下さい。／Provide photos, tables and figures that clearly show the activities during the period.

タイトル[Course Title] ベトナムにおける鳥インフルエンザのサーベイランス

実施期間[Periods] 2023年6月3日～10日

共同実施

者

なし
[Other participants] 

言語[Language] 英語

実施場所[Location] ベトナム社会主義共和国、ハノイ市およびランソン省
申請時計画の実施報告[Report how you carried out your plan in the application form] 
本活動は6月3日～10日の1週間の活動で、先方の都合により多少のスケジュ ールの変更はあったもの

の、おおむね予定通りに実施することができた。
現地では、ベトナム農務省 Department of An血al Health (DAR)の職員の同行のもと、ランソン省の

Live bird market (LBM)にて鳥インフルエンザのサーベイランスを目的としたサンプリングを実施した。
その後、ハノイに移動し、DAHおよびNational Centre of Veterinary Diagnostics(NCVD)の職員とともに、
ベトナム国内における鳥インフルエンザの発生状況の情報共有を行い、本サーベイランスのデー タ解析
の流れおよびその成果の還元方法について議論した。以下に各活動の実施内容について詳細に記す。

ベトナム国内ではニワトリやアヒルなどの家禽においてH5亜型高病原性鳥インフルエンザウイルス感
染が問題となっており、その疾病制御のために家禽においてワクチン接種を実施してきた。しかし、ベ
トナム北部のランソン省は、中国との国境付近に位置しており、近年も鳥インフルエンザのアウトブレ
イクが報告されている。その要因の一つとして流行株とワクチン株の抗原性の違いが指摘されている。
そこで今回、ランソン省の7か所の地理的に離れたLBMにおいてサーベイランスを実施し、直近のウイル
スの浸潤状況を把握するとともに、今後のワクチン道用の評価指標とすることとなった。本活動では、
ランソン市の中心部に位置するLBMおよび中国との国境付近に位置する小さな町のLBMを訪問し、現地
の獣医師とともにサンプリングを行った。ランソン省では小規模な農場での食鳥生産が一般的であり、
LBMではニワトリやアヒル、モスコビー ダックなどの様々な鳥種が生きた状態で販売されていた。ま
た、中国との国境付近に位置するランソン省では国境を越えた家禽の移動が行われており、地理的に離
れた農家で生産されたニワトリがLBMで接触することから、家禽の生産体制には鳥インフルエンザの疾
病対策や制御の観点で課題が存在することが浮き彫りとなった。

ハノイに移動後、サンプリング材料がNCVDに到着していることを確認した。また、DAHの疫学部門
とワクチン管理部門の職員、NCVDのウイルス部門の職員と、本サーベイランスで得られるデー タの解析




